
（ 6年 12月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

101% 124%
91% 119%

94% 105%
123% 108%

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

100% 149%

55% 117%

112% 126%

133% 98%

57% 230%

93% 159%

166% 196%

87% 110%

102% 79%

93% 117%

80% 132%

140% 115%

173% 101%

106% 95%

45% 125%

300% 116%

100% 138%

100% 142%

111% 91%

122% 84%

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 866,538 671,234 1,537,771 326,265,789

加工野菜 0

花き

その他

冷凍食品

計 866,538 671,234 1,537,771 326,265,789

一般果実 560,332 636,859 1,197,191 309,093,185

加工果実 0

その他

冷凍食品

計 560,332 636,859 1,197,191 309,093,185

1,426,870 1,308,092 2,734,962 635,358,974

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表

果
実

国内果実は全般的に数量減、単価高で推移。特に12月下旬から品薄になる品目が多く、相場の急上昇があった。

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,197 378

野
菜

12月は前月の高値を継続しつつ年末年始に向けて需要が強くなる品目を中心に例年に比べ高値推移。10～11月の残暑、大雨、曇天
による生育不良や停滞に加えて、12月の寒さと干ばつの影響から全体的に入荷減少（小玉、細物傾向）の展開となり、特に加工業務筋
からの引き合い強く逼迫した。高単価で推移したのはキャベツ、レタス、白菜で、入荷少なく相場が不安定だったのは小松菜、ほうれん
草、トマト類である。全体小玉、細物傾向のため中心等級の荷引きが苦戦した。

1,538 323

野

にんじん

千葉・愛知県産の販売。Mサイズ中心の販売。年末需要で引き合いが強まり、高値
推移。 85

だいこん

主 要 品 目 市  況  の  概  要

菜

はくさい

茨城県産、九州産中心の出荷。富山は茨城県産と地物で販売。中旬頃までの相
場は安定、17日から相場が上昇し、2000円代後半となった。相場上昇の要因として
は、春先に向け作業が始まったことや、定植期の高温が挙げられる。

144

入荷数量

407

139

161

ごぼう

青森県産主体の販売。Mサイズ中心の販売。夏場の高温の影響で昨年よりも生育
は遅れ気味。 13

鹿児島産中心の販売で、特に年末に向けて大根自体の需要も高くなり、価格も高
値で推移。12月を通して２Lの一本売りをする量販が多く、販売は比較的好調だっ
た。

138

110

たまねぎ

北海道産の販売　L大サイズ中心。年末最終入荷が23日　年始14日入荷開始予
定。在庫持ちながらの販売展開。価格は持ち合い。 269 143

みかん

和歌山産主体の入荷。出荷数量が少なく、他産地も少なかった為、下旬から相場
が急上昇。引合いが強くなった。 515 373

395

いちご

夏場は猛暑の影響もあり、11月下旬～12月の出荷数量が減少。年末年始も高値推
移が続いた。 9 2,897

サンふじ

山形産、青森産の入荷。山形は上旬で出荷が終了し、青森産は不作の為、産地相
場が強く高値で推移。 19

日本向けの入荷数量増で投げ売り合戦により単価安になった。
312

実

アールスメロン

熊本県産の入荷。年末での引き合い強く高値で推移。
1

210,275,779 536,541,568

果

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

1155

バナナ

210,275,779 536,541,568

0

489,371,864

果
 
 

実

180,278,679 489,371,864

175

野
 
 

菜

0

合計 390,554,458 1,025,913,432

180,278,679


